特別授業「なぜ働くか？を考える」
（１）授業実施の目標　（→は成果をはかる指標）
＜目標＞　
①働くことの魅力に気づき、自分はこのように働きたいという思いを持つ。
　→「どんな職につきたいか、何がしたい？　何のため？」の文章表現のはじめと終わりでの違い。
→授業アンケートで「授業がよかった」「働くことのよさ・大切さを実感した」と答える生徒の割合
②働くことは価値の提供ということに気づき、自分が提供できる（したい）価値を考える。（自分ごとにする）
　→「どんな職につきたいか、何がしたい？　何のため？」の文章表現のはじめと終わりでの違い。
　→2時間目の展開４の記述内容。　
③働くことは生きることということから、目の前の学校生活で頑張れることに気づく。（目標を持つ）
　→感想の中で今後の学校生活の目標が具体的に書ける
＊生徒に考えさせたいこと
①何のために働くのか（≒どう生きたいのか）
②どんな職業につきたいか、何がしたいか（≒何をツールに社会とつながり、どう貢献したいのか？）
③働くことを考えたときに、今の自分とのつながりはどうか（≒将来を見すえ、今何を頑張るのか？）
（何が役に立ちそう？今の自分で通用する？何が活かせる？何がたりない？・・・）
＊授業作りで考慮すべきこと
①1時間目で働くことの価値観を多く見せる（もやっと持つ　→　自分ごとにする）。
②どう働く＝どう生きる。どう生きる＝生徒にとっては学校生活。
③女子キャリア、働かない（働けない）という選択しも視野に入れる。
親の働いている姿がわかって感謝できたらいい。（親の働く姿が見えない時代）
④働く意味として生活は大切。「生活＋α」の「α」の部分を考えさせるのがこの授業。αの言語化ができればいいが、他人のαから自分のαに近いものを見つけること、αを見つけるために学校生活があることの理解を全員への到達目標とする。
準備物：
主要参考文献、資料　
・RITA-LABO提供資料
・「働きたくない」というあなたへ（山田ズーニー）
・仕事が夢と感動であふれる5つの物語（福島正伸）
・日本で一番大切にしたい会社
・仕事の思想（田坂さん）（「成長」「目標」「顧客」｢共感｣「格闘」「地位」「友人」「仲間」「未来」）
・ブックオフ社長（パートから社長へ）
・駒崎さん資料（社会を変えるを仕事にする）
・プロ論
（２）指導案
１時間目
	
	生徒の活動
	教員の行動
	留意点など

	導入
4分
	
	＊今日の目標を伝える
＊なぜ働く？どんな職につきたい？そこで何がしたい？それは何のため？　　個人ワーク（１回目）
	これが授業の出発点になる
あまり書けてなくても良い。

	展開１
4分
	
	（１）について４人グループでディスカッション

	3分程度、近くの人と見せ合う程度で十分。

	展開２
2分
	
	＊大人の働く理由を考えさせる
⇒アンケート結果提示
⇒家族を支えるが一番、次が経済的自立。　
「本当にお金だけ？」
＊宝くじあたっても仕事やめない人が半数という
資料提示。　「なぜ？」　
	ここはテンポ重視。


	展開3
30分

	
	＊クイズ（ＪＡＬの資料から）
事例１・２；客室乗務員、パイロット、整備士
「この人は何をしている？なぜ？」
・ドリンクのストローに切り紙細工を添えている。
　子どもたちに喜んでもらうため。さらに運行部門
の人はシール配布。
・整備士は次の人を考えて仕事をしている
⇒これらのことは結果的に顧客満足度アップやJAL定時性世界一につながっている。
事例３；勉強会の風景
　「この光景は何？」
⇒JALフィロソフィーの勉強会
＊エジプトの労働者の話紹介。
・労働者１は疲れ切っていた。
・もう少し行くと、元気な労働者がいた（労働者２）。
その人に何をしているのか聞いた。
・もっと元気な労働者がいた（労働者３）
・さらに元気な労働者がいた（労働者４）
＊労働者の話から気づいたことを書かせる。
＊マズロー５段階欲求段階紹介。
・人は欲求は5段階のピラミッドのように構成されていて、低階層の欲求が充たされると、より高次の階層の欲求を欲する。
・先ほどの奴隷の欲求レベルを示しながら説明。
・働く意味＝生活＋α。αを考えようと伝える。
＊今から働いている人の例を３つ見せます。その人がどんな思いで働いているのか、マズローの欲求段階も考えながら聞いてください。
＜１＞好きなことを仕事にしている人の例
　（広島・黒田投手）
・好きな野球を仕事にするとは？
・プロフェッショナルとは？
・思いの大切さ
⇒「彼の働く理由は？」「気付いたことや感想は？」
＜２＞「働きたくない」という人の意見
（山田ズーニー）
・働きたくないという意見に共感
・それなりでいい
⇒「どう思うか？」
＜３＞レジ打ち女性
・レジ打ち女性の映像
⇒感想や気づきは？
⇒この人の働く魅力は？
⇒この人はなぜ変わった？
（意識・欲求段階がどこかで変わったはず）
	事例１は少し考えさせる。
事例２については時間の関係上、こちらから説明。
事例３は働いてからも勉強するということを見せたいという思いもある。JALの哲学についてはさらっと見せる程度でよい。
労働者の話は昨年度CSLで伝えている。労働者２～４の発言として何が入るのか問いかけつつ、テンポ重視で進めていく。
労働者２はその石が何に使われるかを知っていた。労働者３はピラミッドの建てられる目的を知っていた、。労働者４はピラミッドにどんな意義があるのかを知っていた。自分のやっていることの意味や意義を知ることの大切さ。
マズローの欲求段階説は、生理的・安全欲求も大切ということを伝えるため、そしてそれ以上のものを考えようというために例示する。
黒田選手は、広島、大リーグで活躍した投手。そして2015年4月、ヤンキースからの20億のオファーを蹴って4億の広島復帰を決めた。プロとしての思いで広島に決めたことを伝える。
山田ズーニーさんの例からは
共感できる（できない）より、なぜそうなのかを考えさせたい。
レジ打ち女性の話は、まずは見終わった後に感想を書かせたい。その後、問いかけ。
（レジ打ち女性はどこかで意識や欲求段階が変わったはずだか、そこにふれるかどうかはその時の状況次第）

	展開４
5分
	
	＊教師が、自分がどういう思いで働いているのかを
語る。

	ここは授業者が主役！
自分の思いを語る。

	まとめ
5分＋α
	
	＊この時間に気づいたこと、
＊どんな職につきたいか？そこで何がしたいのか？それは何のためか　個人ワーク（２回目）
＊シェアする
	1時間目は「自分ごと」ではなく、人の話を聞くというスタンス。したがってどの価値観に共感するのかは聞かない。


2時間目　
	
	生徒の活動
	教員の行動
	留意点など

	導入
5分

	
	＊この時間のテーマ伝える。「自分ごとにする」
＊４つの働く意味のセリフ。共感するものを聞く。
A「日本一のパパになる」
B「超つらいけど超楽しい」
C「仕事をしながら専門性を磨き、価値を高める。仕事を通して社会を変える」
D「仕事って自分を表現するもの」
＊グループ学習の説明
	この時間に自分ごとにすることを伝える。


	展開１
8分
	
	＊グループ学習・STEP２
・資料配布。同じものを選んだ人で集まって議論。
（クラスサイズが２０人を超える場合は、A~Dをそれぞれ２つにわけ、５人以下で話ができるようにする。40人学級なら、Aを選ぶ人が10人なので、その10人を２つにわける）
・グループごとに資料を読み、戻った時にその魅力を伝えられるよう深める。
（どんな仕事？何のために働いている？感想は？
伝えるポイントは？　などが議論の内容）

	各班に戻ってセリフの背景を説明したときに、自分のところの共感が増えるように！ということを強調する。


	展開２
15分
	
	ジグソー活動。４つの事例の背景を聞く
もっとも共感するものを聞く
	・3分×４など時間を区切る
・その後挙手で共感を聞く

	展開３
2分
	
	＊未来は今日の中にある。
働く意味＝生活＋αを改めてだし、αの説明。
このときにここまでの例も出す。
＊＋αのタネは今日のみんなの中にあるので、それを探そうと伝える。
	ここまでは未来のことを考えていたが、ここからは目の前の現実を考えることになる。

	展開４
10分
	
	＊学校生活の中でやりたい経験、できる経験を考えさせる。（選択しから選ばせる）
＊これが＋αのタネであることを説明
＊＋αのタネと将来の仕事のつながり説明
	選択肢はRIASECに基づいている。


	展開５
5分
	
	＊これからの学校生活と将来について説明
・やりたくてできることが仕事になれば、幸せ。
・やりたくないでもできることをすれば、お金にはなり、生活はできる。実は働きだしたころは、「できるけどやりたくない仕事」も多い。
・でも「やりたくない」と思っていることも、意識を変えると「やりたい」になる（さっきの時間）。
（実は学校生活でもこういうことはあるはず）
・一方でまだ高校生のみんなは「できない」が多い。
　それを「できる」にするのは「学び」「経験」「目標」
　そのために日々の学校生活がある。
＊ここまでをふまえて考えよう
どんな働き方をしたい？＜3回目の問い＞
（そのため目の前の学校生活で、これから身に
つけたいことは？頑張りたいことは？）
	・自分ごとにするための時間。
・考えようは個人での深まりを重視する。
・（　）内は言語化できる人はするという位置づけ。

	まとめ
5分
	
	・アンケート記入
・可能ならＨＷを渡す（大人に働く意味を聞く）
	


＜授業で使う素材＞
＊「働きたくない」（p26）　“それなりではいけませんか？”
現在、社会人4年目です。「働きたくない」という言葉に非常に共感を覚えます。仕事をして収入を得たり、そこで社会と関わらないと生きにくいことぐらいみんなわかってると思います。けれど誰もが希望の職に就けるわけでもないし、理不尽なことばかりの社会です。頑張ったからといって認められるわけでもないし、やりがいとか楽しさが見つからない場合もあるでしょう。正直、社会に対する「あきらめ感」みたいなものもあります。そんな中でも生きていくための手段として仕事をする人も多いと思います。仕事に対する「熱意」とか「夢」とか「志」ってそんなに必要でしょうか。もちろん給料をもらう以上、最低限の仕事をしないといけないし、そこから学ぶことも多いです。でもそれは「それなり」でいいと私は思います。
＊ジグソー法のセリフ　～仕事への思い～
「超つらいけど超楽しい」（ブックオフ社長・橋本さん）
http://next.rikunabi.com/journal/entry/20150714

「子どもが誇りに思うような父親に、絶対なる」（日本一のパパ）
「仕事をしながら専門性を磨き、価値を高める。仕事を通して社会を変える」（社会を変えるを仕事にする）
　http://edu.career-tasu.jp/p/contents/student/top_message/case03.html
「仕事って自分を表現するもの」（日比野克彦）（プロ論）
＊＋αのタネを探す（2時間目展開４）。ここから４つ程度提示？またはすべて提示？
「文化祭でほかのクラスに負けない小道具・大道具を作る。」（Ｒ）
「いろいろなイベントで、予算やスケジュールをきっちり管理し、全体がスムーズに進むことに貢献」（Ａ）
「クラスの思い出ＤＶＤを作成。写真撮影をし、編集し、音を入れて動画にする」（Ｃ）
「リーダーを助け、どんなときもいい雰囲気づくりにつとめる。やることがわかっていない人には教える」（Ｓ）
「ボランティアプロジェクトをリーダーとしてまとめて、プロジェクトを進める」（Ｅ）
「いろいろなイベントで、今の自分たちの状況を分析し、他の事例の研究なども行い、よりよい作品にする」（Ｉ）
（考え方）
・働く意味を考えるときに「生活」ということは欠かせない視点。ここでは＋αを考えさせる。
・＋αに入るものは人によって違うし（ない人もいる）、ここを言語化することが一番の課題。ただαは学校生活で見つけ、育てることができる。2時間目の最後はそのことに気付かせる。
・○○のために（α）△△（β）というかたちで働く価値観を表現できればよい。この授業ではαについて考えさせる。1時間目はαを知り、2時間目で自分にとってのαを探す。最後に学校生活と結びつけてαのタネを探す。こうしたプロセスを経て、最終的にαが言語化できればよいし、できなくてもαのタネは見つけ、その後はこれからの問いとしてもってくれればよい。
